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ペルー・アンデス南部村落再訪一持続 と変容の5年 間一

青 木 芳 夫*
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YoshioAOKI

要 旨

本稿で は、再 び家族 と一緒 に5ヵ 月間生 活す ることとな ったペル ー ・ア ンデス南部村落 のユカイ村

が この5年 間 にどのよ うな持続 と変容 を経験 したのかを分析す る。第一 の特徴 である持続 では、エ ネ

ル ギ0・ 資源利用 な らびに食生活 を通 じて、今 日で も自足を 旨とし、現金支 出はできるだけ抑制 しよ

うとす る姿を記述す る。第二 の特徴 である変容 では、社 会経済的変化 に伴 う兼業化 ・離農 を契機 とし

た、 自給農業 にお ける労働力調達や伝統 的宗教 儀礼 におけ る人間関係の変容 を指摘す る。

1は じめ に

1999年4月 か ら5ヵ 月間、奈良大学在外研修制度により、再びペルー ・クスコ市近郊農村の

ユカイ村で家族とともに生活することとなった。今回は、国立クスコ大学人類学教室で客員研

究員として 「ケチュア語の総合的研究」に従事 した。前回の在外研修(1994年 、ペルー中部大

学大学院)か らちょうど5年 が経過 した。本稿では、 この5年 間にユカイ村がどのように変化

したのかを印象記風に記述するのが目的である。

さて、ユカイ村(次 ページ、写真①参照)は 筆者の目には農村にしか映 らないが、1993年 の

国勢調査によれば人口2880名 で独立の 「地区distrito1)」 を形成 しており、付属 のサ ンフア

ン村(人 口237名)を 除けば、ペルーの統計上では 「都市部zonaurbana2)」 に分類 され る。

ここには、妻アンヘ リカの実家である トウモロコシ農家のP家 がある。専業農家の両親 は60歳

代で、日本で暮 らしている長女アンヘ リカ以外の二男一女が同居 している。5年 前に家業を手

伝いなが ら教育専門学校を卒業 した長男(30歳 代)は 、現在では昼間はマイクロバスを運転し、

夜間は観光ホテルの従業員として働いている。次女(30歳 代)も また、現在は同 じホテルの従

業員である。そ して、次男(20歳 代)が 今 もまだクスコ市の大学の農学部に通いながら、分収

小作の形で家業を手伝っており、すでに結婚 して子供が一人いる。長男と次女は正規の職員で

あり、十分独立できるのだが、両親と同居 しており、P家 は、拡大家族を意識的に選択 してき

た。ただ し、普通の農家なので、手伝いはいない。すべて家族の労働力によって賄 っている。

以下では、家族(妻 アンヘリカと小学生2人 、幼児1人)と ともにこのP家 に同居すること

となった筆者が見聞 したところを記述する。
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写真① ユカイ村風景

㌔ 央部右寄りに教会をはさんで2っ の広場が並ぶ。民家は舗装道路ぞいに密集 している。

皿 変わ りない自足の生活態度

1エ ネルギー ・資源利用

ユカイ村のおもなエネルギー源には、現在、薪 ・電力 ・プロパ ンガス ・灯油等がある。前回

家族とともに滞在 した折 り、P家 は、すでにラジオ、白黒テレビ、大型冷蔵庫は保有 していた

が、さらに電化される結果 となった3)。具体的には、カラーテレビ、 ビデオ、電気洗濯機、電

気 コンロ、 タンク式電気温水器を筆者家族が購入 したからである。今回の滞在では小型の電気

ファンヒーターを買い足 した。なお、調理のためには、前回の電気コンロに替えて、今回はもっ

とも経済的といわれるプロパンガス=コ ンロ(1本28ソ ル)を 主 として利用 した。なお、今回

の滞在にさいしては、筆者家族のために独立の台所(流 し台とガス=コ ンロ)を 用意 して くれ

たため、ペルーではめずらしい二世帯住宅となった。

しかしながら、妻の両親や弟妹たちは、筆者家族が購入 した電化製品をあまり利用 しない。

両親がもっとも使用する電化製品はラジオであり、ほとんど一 日中付 けっ放 しになっている◎

朝飯前に一仕事を終えた父親 はクスコ市のラジオ局からのスペイン語のニュースを聴き(最 近

ケチュア語のラジオ局ができたが、まだ本格的なニュース番組 は製作していない。)、昼間は母

親がワイノなどの音楽を楽 しむためである。弟妹の世代となると、ラジオにテ レビ(カ ラー・

テレビと白黒テ レビ。 ケチュア語やその他の先住民言語の番組はな く、すべてスペイン語によ

る放送である。)が 加わる。両家族の電力利用は対照的であり、その結果 は電力使用量 の差 と

なって現れてくる(資 料①参照)。 筆者家族が滞在 したのは4月 から8月 の5ヵ 月間であ り、
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そのうち4月 には20日間、7月 には15日 間旅行のために留守であった。たとえば、資料①によ

れば、5月 分として200ソ ル強(そ の内訳 は、「基本料」約2ソ ル、「エネルギー代」約160ソ ル、

「街灯代」」約12ソ ル、・維持修繕代少々、消費税18%)を 電気会社に支払 ったことになっている。

その大半 は、サンフアン=デeビ ルカノタ山の雪解け水を利用 しているユカイ村の簡易水道の

あまりの冷たさに閉口して従来の電熱式温水シャワー(一 般家庭用)を ホテルにあるようなタ

ンク式電気温水器に付け替えたこと(毎 日4時 間あまり使用)に よるものであろうが、この額

は、現金の使用については禁欲的とならざるをえないペルーの一般家計からすれば、少なか ら

ざる額であった。 しかしながら、単なる金額の多寡だけが問題ではなく、それはむしろ生活態

度の根幹にかかわってくる問題であった。

資料①5月 分の電気代

峰 垂膿c脇 凡

RECIBOO6-0117297 V

R.U.C.11654428
A繍 酪 膨 。。・財贈 麟蝉9§ §sc。

TOTALAPAGAR204.45

UしTIMODIADEPAGO25-JUN-1999

FECHADEEMISIONO3-JUN-1999

PALOMINO.ADRIAN

Espinars/n

NUMERODECLIENTS:,,

:'.RUC

ZONA4YUCAY

DATOSTECNICOSDELSUMINISTRO

cooicoO13-07-01-000820

了ARIFA顧,BT5R

POTENCIACONTRATADA6 .00KIN

MEDIDORNa.00MONOFASICOFACTORl

LECTURAACTUALO3271031/05/1999

しECTURAANTERIORO3239601/05/1999

CONSUMODELMES:314KVNFI-C>P-CONE

ELCOSTODELKWHES:S/.0.5051

SUCONSUMOPROMEDIODIARIOENSOLESFUE:S/.5.29

EVOLUCIONDESUCONSUMO
鱒駒幡騨端襯岡…欄噂輔淵嘲噸枷 脚一8α口

噸崩・・一榊噸輌蜘禰一…一・幡櫛醐・19」

360

臆

L
,

訓……喘ぬ}　…
}購　単…湘描

騨承
一

冊

;糀
瞠

甲舜醸輌一型
INFORMACIONADICIONAL

LANOCANCELACIONDELAPRESENTEFACTURAGENERAt

ORDENDECORTE.

PAGUEA.TIEMPOYEVITECOLAS.

EしECTROFONO201070Y202005し へS24HORASり

DE丁ALLEDEFACTURACION

CONCEPTOIMPORTES1.

CARGOFIJO1.96

ENERGIA158.6

ALUMBRADOPUBLICO12 .15

MANTENIMIENTOYREPOSICIONO.56

SUBTOTAL

I.G.V.

173.27

31.19

:臨 禰 驕諏麟 謬磁
喫 ε劉 懸零醤膨

群 乙6… び6-9タ 購

REDONDEO

TOTAL

一〇.01

204.45

SON=DOSCIENTOSCUATROcon45/100

PaguesoloenCentrosAutorizadosNoalMensajero

※昨年12月 の電気使用料 が突 出 しているが
、原因不明であ る。
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両親 らにとって、基本的なエネルギー源は薪であり竈である。,灯油 コンロも、末弟の嫁の助

言 と手助けもあり、今回はほとんど利用 しなぐなっていた。薪にする雑木の丸太は購入するが、

農家だけに燃やせるものはいろいろある。主食のスープ類や飲料類を調理するにも適 している

という。また、竈のある部屋 は比較的暖かいのも事実であり、寒さに強 くないクイ(テ ンジク

ネズ ミ)、とくに雌や幼いクイを放 し飼いにしてあったりする。沐浴用には、竈で温めた小 さ

な甕一杯分の湯を利用す る。あるいは、冬でも20度を越える日中の強い日差 しによって温め ら

れた川辺や裏庭のお気に入 りの水場で沐浴 したり、洗濯 したりする。

その他、 この5年 間で特筆すべきものに電話の敷設がある。ユカイ村では、1993年 の国勢調

査では電話のある民家はまだ1軒 だけだったが、現在では電話のある世帯は40～50世 帯、全世

帯の5%程 度 と思われる。数年前のキャンペーン・セールのときに学校の教師などの世帯を中

心に普及 した結果である。P家 では弟妹が主として利用 している。両親のところには、主とし

て早朝に・用事のある人が直接家まで尋ねて くる。ただ し、資料②のとおり、ペルーの世帯か

らすれば、電話(民 営化の結果、 スペイン資本系の会社によって買収された。)は 、基本料金

が割高な料金体系(資 料②では、基本料金が46ソ ル強を占めており、それ以外に地元局内の通

話超過分とその他の通話代、留守番機能代などを支払 う)に なっている。

資料②5月 分の電話代
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資源利用についてみれば、ゴミの問題を指摘できる。筆者 らがユカイ村 に到着 してす ぐに手

.渡されたのが、前回の滞在の折に購入 したゴミ箱であった。両親たちは、 ほとんどゴミを出さ

ない。燃えるものはすべて竈の燃料にしたり、庭や畑で燃やしたりする。 また、食物クズは、



青木:ペ ルー ・ア ンデス南 部村落再訪 81

草食性のクイや雑食性の犬 ・豚の餌となる。それ以外のものは、敷地内か川辺の畑に埋めるこ

とになるが、 ほとんど埋める必要がないくらいである。前回の滞在では、紙オムツや ミルク缶

の処理に困 ったことを覚えているが、今回は、数年前に日本から供与された中古の清掃車がゴ

ミの回収に毎週定期的に巡回するようになったので、ずいぶん楽になった。ただし、回収 され

たゴミがどのように処理 されているのかは、知 らない。また、他の人のゴミを見て気が付 くの

は、家畜の糞尿まじりの土がゴミとして出されていることである。かってなら、自分の敷地内

で処理 したものである。人々の自足意識が変化 してきているのか、それとも居住環境の変化

(間借 り等の増加)に よるものなのか、もう少 し観察が必要であろう。なお、ユカイ村全体の

観光産業化に伴ない、ホテルを中心 とする排水や汚水を含め、ゴミ問題が深刻になりつつある。

2食 生活

前回の滞在の折り、1週 間の献立を記録 したことがある。資料③がそれであり、7月 上旬の

1週 間を表わしている。7月 は乾季に属 し、雨季の、たとえば12月 や1月 の食生活とはだいぶ

ん異なるであろうが、全般的な傾向は知ることができる。

資料③

朝 食 昼 食 夕 食

日

ハ ー ブ茶、 オ ー トミー ル

入 り牛乳、蜂蜜入 りパ ン

ヒ ョウタ ンの スープ(肉 ・ジャガイ モ ・野 菜

入 り)、野菜妙 め、茄 で トウモ ロコシ、梨

カボチ ャの ピュー レと ご

飯、アセルガ菜 とホ ウ レ ン

ソウの トルテ ィー リャ

月

ハ ー ブ 茶 、 オ ー ト ミー ル

入 り チ ョ コ 牛 乳 、 蜂 蜜 パ

ン

4
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ピ カ ン テ
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菜 サ ラダ

火

パ パ イ ヤ・ジ ュ ー ス 、 オ ー

ト ミ ー ル 入 り牛 乳 、 チ ー

ズ ・ジ ャ ム入 りパ ン

ハ ル ウ ィeラ ワ

半煎 り粉 のポタージュ、小魚 の辛味料理(ジ ャ

ガイモ・パセ リ入 り)、 バナナ

隔

トマ ト・ソースかけスパゲッ

テ ィ(目 玉焼 き付 き)、 茄

で トウモロコシ

水

パ パ イ ヤ ・ジ ュ ー ズ 、キ ウ

イ チ ャ・ソラマ メ粉入 りチ ョ

コ 牛 乳 、チ ー ズ ・ジ ャ ム 入

りパ ン

モ ラ ヤ

凍結乾燥 ジャガイモ のス ー プ(オ ユコ芋 ・肉

入 り)、魚 フライ、 オカ芋 、 茄 で トウモロ コ

シ、梨

カ ボ チ ャ の ピ ュ ー レ、 ご

飯 、 青 ネ ギ の トル テ ィ ー

リャ

木

ソ ラ マ メ粉 入 り ス ク ラ ン

ブ ル エ ッ グ、 コ ー ヒー 、

パ ン、 煎 り トウ モ ロ コ シ

凍結乾燥 ジャガイモの スープ(野 菜 ・肉入 り)、
チ3一 ニ ョ

オカ芋、蒸 し凍結乾燥 ジャガイモ、 レタスの

サ ラダ(タ マ ネギ・トマ ト・アボガ ド入 り)

ク イ の ペ ピ ア ン、 ご 飯 、

茄 で トウ モ ロ コ シ

金

ソ ラマ メ粉 入 りス ク ラ ン

ブル エ ッグ、 紅茶 、 煎 り

トウモ ロコシ

チ ャケパ

穀粒の スープ(肉 ・野菜入 り)、鶏 肉 の焼 肉、

茄で トウモ ロコシ、オ レンジ

ロ コ ト=レ ジ ェ ー ノ

具入 り トウガラシの揚 げ

もの、 焼 きジ ャガイ モ、

煮豆

土

ニ ン ジ ン ・キ ウ イ チ ャ・ソ

ラ マ メ粉 入 り チ ョ コ 牛 乳 、

バ ター ・ジ ャ ム付 き パ ン

鶏肉入 りコメの スープ、 フライ ドポ テ トの レ

タス・ッナ添 え、 オカ芋、 蒸 し凍結 乾燥 ジ ャ

ガイモ、 バナナ

卵 入 り細 ス パ ゲ ッ テ ィ の

ス ー プ、 マ サ モ ラ 、 コ ー

ヒー
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以上の献立のための主要な食材は、下記のとおり調達された。なお、ユカイ村における調達

方法には、現金購入、物々交換、自給という3っ の選択がある。

《自給 》

ヒ ョウ タ ン、 肉 類 、 ク イ、 ブ リホ ー ル豆 、 ソ ラマ メ、 ハ ー ブ類 、 卵 、 キ ウ イチ ャ、 トウ モ ロ

コ シ、 梨 、 鶏 肉 、 大 型 トウ ガ ラ シ(ロ コ ト)、 小 麦 、 青 野 菜 、 カ ボ チ ャ

《物 々 交 換 》

穀 粒(チ ャ ケパ)、 凍 結 乾 燥 イ モ(チ ュ0ニ ョ、モ ラヤ)、 オ カ芋 、 ジ ャガ イ モ

《現 金 購 入》

米 、 ツ ナ缶 、 砂 糖 、 コ ー ヒー、 肉類 、 料 理 用 チ ョコ レ0ト 、細 スパ ゲ ッテ ィ、 ゼ リー粉 、 オー

トミ0ル 、 牛 乳 、 マ サ モ ラ粉 、 ジ ャム、 蜂 蜜 、 オ レ ン ジ、 ア ボガ ド、 パ ン、 パ パ イ ヤ、 魚 、 バ

ナ ナ、 鶏 肉 、 チ ー ズ、 大 型 トウ ガ ラ シ、 紅 茶 、 ス パ ゲ ッテ ィ、 青 野 菜

資 料④ ユ カイ 村 を 起 点 と す る物 流 モ デ ル
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なお、近年 では、 ユカイ村 で は土壌の悪化の ためか、 イチゴが収穫 できな くな っている。
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このように、海抜約2800メ ー トの、比較的温暖なケスワ(ケ チュア)地 帯4)に 属するユカイ

村では、 トウモロコシを主作物として、その他、多種多様な果物(梨 以外にも、 レモン、イチ

ジク、 カプーリ、 ビワ、アボガ ド、イチゴ、モモ等)や 野菜が栽培されている。そのため、物々

交換の対象となるのは、もう少 し寒冷な高地、例えば徒歩で1時 間半ほどの距離にある同 じ地

区内のサンフアン村や、日曜市で有名な隣の郡のチンチエーロ村で栽培される芋類ということ

になる。その他、現金で購入 しなければならないものには、加工食品(ス パゲッティ類)や 亜

熱帯性の作物(米)や 果物(バ ナナ、パパイヤ、オレンジ類)、 そして自給だけでは不足す る部

分が中心 となる(前 ページ、資料④参照)。重要度の点では、自給、物々交換、そ してだいぶ

ん下がって現金購入の順 となる。

なお、ユカイ村の特殊性 として村内に修道院が経営する中学校付設の牧場があり、牛乳 ・チー

ズ ・ハム・ジャム・蜂蜜等はそこで購入できることがある。ただし、現在では中小の民間畜産

農家 もかなり存在する。

こうして、エネルギー・資源利用ならびに食生活の両面からは、ユカイ村の人々は、今日で

も、 自足を旨とし、現金の支出はできるだけ抑制 しようとしている、 と結論することができる。

皿 カ トリック系南部村落における変わりゆく人間関係

P家 の場合、ユカイ村の中でもわりあい自足度の高い世帯であり、それを支えているのが比

較的大 きな耕地面積である。

P家 の世帯主はかつてカチマヨの肥料工場で熟練工として働いていた公務員であったが、ベ

ラスコ左派軍事政権(1968-75年)の 農地改革をきっかけに彼自身の宗教親(パ ドリーノ)で

もあった農園主から数人の仲間 と協同で土地を購入 し、専業農家となった。いわゆる帰農農家

の一例である。約4ヘ クタールにのぼるその所有地の細目は下記のとおりであり、ユカイ村の

農家(平 均耕作面積0.5ヘ クタール5))と しては大 きいほうであるが、 ペルー全体 では小農 に

分類される。以下では、その5年 前の耕作規模を指摘する。なお、現在でも耕作規模 自体は同

じだが、末弟に分収小作させているため、作物の種類等には若干変化が見 られた。

《畑(「上地区」)》

10ト ポ(元 農園主か ら購入、3ト ポで約1ヘ クタール)。一部では、家畜用飼料として大麦を

栽培 し、そのあと販売用としてキャベッあるいは自家消費用としてジャガイモを栽培する。主

作物は販売用の トウモロコシであり、8月 から5月 にかけて栽培する。その後、 しばらく休閑

させた り(そ の間、牛を放牧する)、7月 から12月にかけてカボチャを栽培 したりした。なお、

1ト ポは、分収小作に出 してお り、残 りの2ト ポは休閑中であった。っまり、7ト ポ分を直接

耕作 していた。

この畑は、協同購入当初はじっさいに協同で耕作 し利用 していたが、やがて分割利用に移行

した。ただ し、興味深いことに、耕地を各人で一円化 して分割 したのではなく、さまざまな条

件 ごとにみんなで均等に分割 した。そして、世代交替の時期を迎えて、現在、正式に分割私有
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地化の手続 き中である。

《畑(「下地区」)の ウルバンバ川端》

1ト ポ(長 いあいだ賃借 していた村有地を購入)。川端のため、灌概がしやす く、販売用の

キウイチャ、販売用の トウモロコシ、販売および飼料用の大麦を輪作する。

した が って、 耕 地 と して は、 合 計11ト ポ、 約4ヘ ク タール の 規 模 と な る。 これ に加 え て、 ユ

カ イ村 の通 例 に従 い、 以 下 の よ うな 家 庭 菜 園 な らび に牧 畜 が あ り、 よ く手 入 れ が加 え られ て い

る。

《家庭 菜 園(住 居 敷 地 内)》

トウモ ロ コ シ と豆 類(ブ リホ ー ル豆 ・ソ ラ マ メ ・エ ン ドウ マ メ)以 外 に、 以 下 の よ うな もの

が栽 培 さ れ て い た。 す べ て、 少 量 ず つ で あ る。

野 菜 で は、 レ タス、 トマ ト、 ア セ ル ガ 菜 、 ホ ウ レ ンソ ウ、 タ マ ネギ 、 ヒ ョウ タンを栽培 す る。

果 物 で は、 梨(販 売 用)、 オ ウ トウ、 リ ン ゴ、 カ プ ー リ、 ビ ワ、 ア ボ ガ ド、 レモ ン類 、 イ チ ゴ、

イ チ ジク を栽 培 す る。 そ れ以 外 に、 ハ ー ブ類 と して 、 ア ピオ(セ ロ リ)、 トロ ン ヒル 、 マ ンサ

ニ ー ヤ(カ ミツ レ)、 ヒノ ホ、 オ レガ ノ、 ワ カ タイ、 マ ル バ8ブ ラ ンカ、 ワル ワ、 ク ラ ン トロ、

イ エ ルバ=ブ エ ナ等 を栽 培 す る。

《家 庭 菜 園(「 上 地 区」の 山際 の階 段 畑)》

こ こで は、 販 売 用 の ニ ンジ ンを栽 培 した あ と、 ジ ャガ イ モ を 輪 作 す る。 そ の 他、 果物 類(梨 、

オ ウ トウ、 リ ンゴ、 カ プ ー リ、 ビ ワ、 ア ボ ガ ド)を 栽 培 し、 梨 とカ プー リは販 売 で き る ほ ど収

穫 す る。 ま た、 以 下 の よ うなハ ー ブ類 も育 っ。 ム ニ ャ、 コ ラeデ=カ バ ー ヨ、 ア ピオ、 トロ ン

ヒル、 マ ンサ ニ ー ヤ、 ヒノ ホ、 イ エ ル バ=デ=カ ンセ ル、 ケ トケ ト。

《家 庭 内 牧 畜 》

住 宅 敷 地 内 で は、 自家 消 費 用 と して ク イ とニ ワ ト リを(そ して99年 現 在 で は ア ヒル も)飼 育

して い る。 そ の 他 、 畑 の 敷 地 内 で 牛(耕 作 用)を3頭 放 牧 して い る。 そ の 他 、 や は り自家 消 費

用 に羊 を15頭 、 サ ンフ ア ン村 の 知 り合 い に預 け て あ った。8頭 が元 手 で、5年 前 の 当 時15頭 に

増 え た。 な お、99年 現 在 で は、 羊 は マ ラス村 の知 り合 い に、 コ ンパ ドレ関係 を 結 ん で 、 預 け る

よ う にな って い る。

P家 は、 農地 改革 を き っか け に専 業 化 した層 を代 表 して い る。 ユ カ イ村 の農 家 が す べ て 専 業

農 家 で はな い6)。 そ め うえ 、 左 派 軍 事 政 権 の成 立 を契 機 とす る社 会経 済 的 流 動 化 の波 に乗 って

離 農 して い った事 例 に は事 欠 か な い。 そ の結 果 、 さ ま ざ ま な変 化 が 村 内 の人 間 関係 に も生 じて

きて い る。 以 下 で は、 労 働 力 調 達 と祭 礼 に お け る事 例 を紹 介 す る。

1労 働力調達に見る変容

まず、5年 前のノー トから転載する。

P家 は、 ユカイ農家 では比較 的大規模 な農家 であ る。家族構成 は、世 帯主 ・その妻 ・次女 ・長 男 ・次男

の単婚小家族で ある。 なお、長女 は婚姻 によ り日本で生 活 してい る。
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主た る農業労働力 は世帯主だ けが専業 で、 隣町の ウルバ ンバの教育専門学校生で ある長男 がほぼ 日常 的

に、そ してマ イクロバ スで1時 間半 の県都 クス コの大学生 であ る次 男が週 末や休暇の ときに、 それ ぞれ 世

帯主 を手伝 ってい る。次女 は、 ウルバ ンバ の中学校 の教員 を してい る。経 営形態 は、家 族労働力 に よ る 自

営 であるが、世帯主 の高齢化 に伴 い、 また長男が辺鄙 な学校 に赴任 するか もしれないので、 自営 で きな い

部分 は徐 々に分収小作 に出すよ うにな って いる。 また、昨年 トラクターを購入 し、省力化 に努あて い る。

個人農家 と しては、 ユカイ農村 で は唯一の例であ る。

したが って・ 日常的 な労働力 は家族 で賄 ってい るが、 しか し農繁期 などは臨時 に人 を雇 わざる をえ な く

なる。 ここで は トウモロコシの収穫期 を例 に とる。1994年 は、播 種直 後(11、12月)の 強 風 と収 穫前 後

(4、5月)の 長雨 に崇 られ、作柄 は平年 の半分 ほ どであ った。 それで も、数度 にわ た り5、6名 を臨 時

に雇わなければな らなか った。豊作 の時 には20名 に ものぼ る。 ユカイ農 村で も日傭労働者層 は存在す るが
、

臨時に人 を雇 うことはそれ ほど簡単で はない。数 日前 か ら約束 しておいた り、前金を払 ってお くこ とにな

る。 ユカイ農村 の相場 は一 日3ソ ルな い し3.50ソ ルである。 ドルに換算 すれば2ド ルに も満た な い し、 ク

ス コへ の往復 バス代(4ソ ル)に もな らな いが、極力現金 に頼 らないユカイ農 民の生 活感覚 か らす れ ば
、

2000円 程度 にのぼるか もしれない。 ちなみ に、1ソ ルでパ ンが10個 買 える。瀟洒な レス トランの昼定食 コー

スが3.50ソ ル ほどである。

5、6名 の うち、2名 は現金 が 目的ではな く、耕転用 に牛(2頭 立て)を 借 りるのが目的 であ った。 牛

1日 の賃借料 は4日 分 の労働 に相 当する とい う。

人を雇 うため には、実 はそれ だけが必要 なのではない。食事付が普通であ る。朝、三 々五 々集 ま って く

る人に朝 食(ス ープとパ ン)を 出す。昼 にはチチ ャとい う トウモ ロコシeビ ール と弁当(茄 で トウモ ロ コ

シ、スープ、 等)を 畑 まで届 ける。 そ して夜 には畑 か家 で夜食 を提供 す る。 この 日は、近所 に住 む コ ンマ

ドレが自発 的に手伝 いに来 て くれた。世帯主の妻 がコ ンマ ドレの娘 の洗礼親 を引 き受けたためで ある。

ただ し、食事 は何 日もかけて用意 しな ければな らない。 チチ ャづ くりのたあには1週 間前か ら支 度 を す

る◎

日曜 日の当 日に、仕事が終 わ り、 自宅まで戻 って休息 して いるうちに、音楽 が始 ま った。長男 が ア コ0

ディオ ンを、 そ して友人 の日傭労 働者 がアルパ、そ して友人の友人が マ リンバ を演奏す る。 時な らぬ生 演

奏だが、人々 にはそれ を期待 して いた節 がある。 アルパ もアコーデ ィオ ンも土カイ村で は彼 らだけである。

近辺の町村で も最近で は珍 しいので、祭礼 や結婚式 、パーテ ィで は演奏 に呼ばれ ることが少 な くな い。 結

局、2時 間近 く演奏 と踊 りが続 いたあと、人 々は満足 して帰 ってい った。料理の量 も多 く、酒 もおいしい。

そ して、踊 っだ りで きるか も しれ ないとい うので、P家 の場 合、人集 あに はあ まり苦労 して いない。 純 粋

に経済学 的な計算 のみによ って、働 きに出掛 けた り、人 を雇 った りす るので はない ようであ る。 もち ろん

費用計算 も重要 な一要素 か もしれない。

ただ し、 それ以外 に、若 い働 き手 がい るとい うこと も非常 に有利 である。 とい うの は、ア ンデス農 村 で

は 「アイニ」 とい う伝統的 な労働 力調 達の方法が残 って いるか らで ある。 これは、一種 の労 働力 の賃 借 の

方法であ る。 アイニに応 じた場合、将来手 伝いが必要な場合、手伝 って もらえる ことを期待 して よい。

その ほか、「ミンカ」 という労働力調達 の方 法があ る。 これ は現金で支払 うので はな く、 現 物 で支払 う

方法であ る。例えば、 ジャガ芋 の収穫 を手伝 った とすれば、その収穫 のうちか ら持 って帰 れ るだ け持 って

帰 ってよい。
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アイニ もミンカ も現金支払 いに頼 らない労働力調達の方法であ るが、強制的な ものではけ っして ない の

で、結局 日常的 な人間関係 が重要 とい うことにな る。

P家 の世帯主 の場合、高齢 で もあ るので、他人の収穫の手伝 いに行 くことはほとんどないが、 ただ し元

農 園主 が名付 け親、 っま りパ ドリ0ノ で あるので、要請が来 ることが ある。 ペル0の 場合、1968年 に誕 生

した左 派軍事政権の時代に比較的大規模 な農地改革 が行 なわれたが、農園主っ ま りアセ ンダー ドは家 を建

てた り知合いの農民に土地を売 った りして極力接収 を免 れるよ うに した。P家 の世帯主 もまた元農 園主 と

の間 に同様の関係があ った。 また、rラ ク ター用 の トレー ラーを平 日は賃借 す る関係が続いて いる。 そ の

ため 自分の畑の仕事を差 し置 いて も、現実 には手伝 いに行 かなければな らない、 とい うことになる。 元農

園主 は農民の気持 ちや好 みが理解 できないので、十 分接待 で きず、そのため他村か ら人を集 めて こな けれ

ばな らず、彼 らを監視す るたあに も、信頼 で きるP家 の世 帯主 に頼み込む ことにな るので ある。

以上は、5年 前の労働力調達の状況であった。このときすでに、伝統的な互恵的労働制度で

あるアイニや ミンカにしてもかなり形骸化 して しまっていた。飲食の供応 という側面だけがそ

のまま残 っていた。耕地面積や役牛、さらに トラクターなどの農機具の保有状況にはかなりの

差が生 じていた。ただ し、そのような保有の多寡がそのまま生活の質の差にっながるわけでは

ない。「落穂拾い」の慣行(限 度を超えた 「作物泥棒」 も横行 しているが)や 、単な る市場価

値に基づかない売買の存続により、一種の 「貧困の共有」のような状況が根強く残っているの

も事実だか らである。ともかく、役牛を借 りるために労働力を提供 しなければな らないという

農家が出現 していた。(た だ し、これもまた今では一種のアイニとして意識されている。)そ れ

がもう一歩進んだなら、農業そのものを止めてしまうことになる。 また、国内市場向け農業は

ペルーの場合、それほど有利な選択でもなく、ユカイ村でも30歳代 ・40歳代を中心に兼業化が

急速に進行中である。実際、 このような状況は、いっそう深刻化 しつっある。1999年 の滞在中

には以下のような事例があった。

1999年 のユカイ村における労働力の調達を見れば、アイニやミンカはほとんど見られなくなっ

ている。アイニが成立するのは、単なる村民同士の間柄ではなく、 もっと友人同士の間くらい

のものである。伝統的な協同労働で唯一残っているのは、「ファエナ」であろう。 ユカイ村の

場合、水路の清掃が、年間行事の一っとしてこの形態によって実施されている。

したがって、農繁期における労働力調達のためには臨時日雇労働力に頼ることになる。彼 ら

の賃金は、男子が7ソ ル(2ド ル強)、女子が6ソ ルであった。 ちなみに、 クスコへの往復バ

ス代が5ソ ルと比較的低 く抑え られている。パ ンは10個で1ソ ルのままである7)。 ミンカのよ

うな現物支給よりも、現金支払いが好まれる。 もちろん、現在でも飲食付 きである。それでも、

人を集めることは一苦労であったし、臨時 日雇労働者 といってもさまざまな職業 に就いている

人々が中心であり、日程の調整が必要であった。具体的には長男のバンド仲間(本 職は観光ホ

テルの従業員で、自分で も畑を耕作 している。)が 手伝って くれたり、宗教親関係でその高齢

の配偶者が数回手伝って くれた。(キ ヌアの脱穀、山際の階段畑におけるジャガイモの畝づ く

りや収穫、果穂収穫後の トウモロコシの茎の刈 り入れ、 トウモロコシの脱穀など。)

そのため、最近では、特に多数の労働力を必要 とするときには、修学旅行等の費用を捻出し
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たい学校の生徒を臨時に雇 うことが流行するようになってきた。たとえば、新しい傾向として、

5月 の トウモロコシの収穫のときには、週末(や 休暇)を 利用 してARARIWAと いう集団

(生産共同体的な、一種 のNGO)が 運営する農業技術専門学校の生徒が収穫iを請 け負った。 彼

らは、雨にもかかわらず、勝手に畑にやってきて、勝手に収穫 しっづけ、P家 の人々を驚かせ

た。ただ し、従来のアイニ的な互恵的な雇用関係ではないので、茄で トウモ ロコシとチチャ

(これらも雇用主側の好意による)を 除 けば、飲食の供応は必要な く、P家 の女性 たちにとっ

ては非常に楽だ ったようである。

ちなみに、彼 らによる トウモロコシ畑の請負い料金(1ト ポ当たり)は 、以下のとおりであっ

た8)。

収穫60ソ ル

土寄せ80ソ ル

除草45ソ ル

このような請負い労働という新 しい形態の出現 は、 もちろん従来の労働慣行がこれに全面的

に代替 されるわけではないし、近い将来にこれが主流 になるとも予想 しづ らいにせよ、注目に

値する現象である。

2岐 路に立つ十字架の祭 り

筆者家族は、再び5月 の十字架の祭 り9)の季節にユカイ村にいた。5月3日 のクルスeベ ラ

クイ(カ トリック暦では 「真の十字架発見記念 日」)に 続いて、5月 下旬 にはペ ンテコステス

(カ トリック暦でいう聖霊隆臨祭)が 今年も盛大に挙行された。 しかし、5年 前 と比較すると、

そこにはかなりの変容が見 られた。象徴的に指摘すればテープと闘牛が新たに登場するように

なった。

聖霊隆臨祭は、ユカイ村では7対 の十字架の祭 りの意味をもっており、5日 間続 く。前夜祭 ・

主 日・中間日・別れ(川 渡り)・ 後夜祭という構成には変化 はなかった。

「闘牛」 は、最後の後夜祭の時に実行され、十字架のうち 「上地区」では 「パシオン」十字

架の主催によって、旧小学校校庭に臨時のスタンドを仮設 して、愛好家の闘牛士 によりコリー

ダが披露 された。 もちろん、牛は殺さない。こちらのほうは、 ラジオ放送でも宣伝されていた

ため、かなりの観客が動員された。一方、「下地区」では、「カルバ リオ」十字架の主催によっ

て、村の中央広場の一方で文字通り闘牛が行なわれた。村の畑では、牛の喧嘩は日常茶飯事だ

が、8頭 の牛が参加 し、 どの牛が優勝するかが賭けられたりして、盛 り上がった。(「ミショネー

ロ」十字架がアランチャ=デeガ ヨという余興を主催 した年 もあったが、動物いじめ的要素が

あり、去年 ・今年 と行なわれなかった。かわ りに、バ ンダの演奏があった。)こ の闘牛が開催

されるようになったことに象徴 されるように、十字架の祭 りは華美化する傾向にある。前夜祭

における花火類(各 十字架の入場 に先立っ 「トロ」という花火、 ミサ後の広場での 「カスティー

ヨ」等 と呼ばれる仕掛 け花火)も また、増加傾向にあり、そのため ミサが予定時間を遅れるこ

と1時 間以上に及んだ。

もともとユカイ村における聖霊隆臨祭では 「別れの日」の川渡 りのときに、多数の観客を呼
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んできた。 したが って、 この華美化は、 クスコ市の事例を分析 した加藤隆浩10)の 指摘す る、

十字架の祭 りのスペクタクル化 という側面をもっている。また、7組 のカルグヨクを単位 とし

て挙行される祭 り全体の 「公共空間」の拡大 という解釈 もできよう。

「テープ」は、何を意味するのであろうか。次の2枚 の写真(写 真② ・③)を 比べれば明白

なように、特にカルバ リオの十字架の変貌が著 しい。一っの解釈としては、マンタの着用にし

てもテープの使用にしても、隣町のウルバンバの十字架 「トレチャヨク」を模倣 しているにす

ぎないと見ることができるが、テープは、本来 「信徒団体」を象徴するものとして使用 されて

きたことか らすれば、「公共空間」の拡大とは裏腹に十字架の祭 りにおけるカル グヨクの閉鎖

集団化を示唆するものではないだろうか。実際、7対 の十字架のうち、「パシオン」、「カルバ

リオ」(っ いで 「ミショネーロ」)な ど、比較的大 きな十字架にこの現象が見 られた。たしかに、

カルバ リオのカルグヨクは、近年、特定の親族(ど ちらかといえば、ユカイ村のエリー ト層で

もスペイン語 しか話そうとしない人々)で 占められてきた。

写真②1994年 のクルス=ベ ラクイ
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崇銀 製の飾 りをつ けてい るのが 「カルバ リオ」十字架
、 そ

れに続 くのが 「パ シオ ン」十字架。

写真③1999年 のペンテコステス

※「カルバ リオ」十字架
。中央の背広姿の人物が

カル グヨク。
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さて、ここでは、この十字架の祭 りをその費用の側面から見てみたい。

もともと次年度のカルグヨクは等量 もしくは等量以上のお返 しをするという伝統的な意識の

ある土地柄だから、祭 りは華美化する傾向があるところに、近年の華美化に伴い、その費用総

額 もかなりの額に昇 るようになった。特に聖霊隆臨祭は5日 間に及ぶから、その費用 もたいへ

んである。弟妹の推定では、2000年 には1対 の十字架当たり3700ド ルに昇 る。その内訳は資料

⑤のとおりである11)。

資料⑤

フル カ 用 の パ ン… …

カ ル ゴ用 の パ ン… …

小 麦14ア ロー バ

小 麦 粉1キ ン タル

添 加 物

食 料 そ の他 … …

ビー ル60箱

バ ンダ[楽 団]

牛1頭

羊4頭

子 豚5頭

鶏 肉10キ ロ

仕 掛 け花 火1基

米100キ ロ

砂 糖50キ ロ

ジ ヤガ イ モ5袋

リキ ュ ー ル12本

ワ イ ン20本

スパ ゲ ッテ ィ40キ ロ

添 加 物

ピス コ酒7本

添 加 物(レ モ ン、 卵 、 果 物)

チ チ ャ酒4ア ロー バ

薪

料 理 長 報 酬

98ソ ル

70ソ ル

100ソ ル

2520ソ ル

3000ソ ル

800ソ ル

160ソ ル

300ソ ル

100ソ ル

3000ソ ル

160ソ ル

80ソ ル

125ソ ル

24ソ ル

200ソ ル

80ソ ル

100ソ ル

70ソ ル

50ソ ル

72ソ ル

60ソ ル

50ソ ル

450ソ ル

268ソ ル

1万2269ソ ル

(約3696ド ル)
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全部で7対 の十字架があるから、総額で約2万6000ド ルになる。実際には、 カルグヨクの引

き受け手のいない十字架 もある。

ともか く、この多額の費用をいかに工面するのだろうか。村政府か らの補助はほとんど期待

できない。自費を中心に、「アイニ」 と 「フルカ」によって、調達 される。

前者の 「アイニ」は本来互酬労働を意味 しており、祭 りでアイニの提供を受けたなら、将来

相手がカルグヨクになったときに等量のお返 しをする義務がある。

後者の 「フルカ」 は本来無償の物資提供のはずである。 クスコ県のピルカ村のクルス=ベ ラ

クイについて記述 したヤバルは、フルカヨクつまり 「フルカをする人」について 「無報酬で贈

与 し協力する者」と定義 し、クルス=ベ ラクイでは一家族では背負いきれないくらい費用がか

さむから、フルカヨクは不可欠である、 と説明している12)。 しか しなが らユカイ村 では、近

年における華美化に伴い、飲食物以外の 「フルカ」、例えば花火類や多額の提供(牛1頭 とか

ビール)は 負債 として、あるいは少な くとも 「アイニ」のように意識されるようになってきて

いる。

これに対 して、前述のとおり、臨時日雇労働者の賃金が7ソ ル(飲 食付 き)で ある。 また、

学校教員の月給が、控除前で約520ソ ル(160ド ル弱)で ある。年収にして約1900ド ルになる。

ちなみに、ホテル従業員の弟妹の控除後の月給が315ソ ルであった。っまり、3700ド ルとい う

金額は、学校教員の年収の2倍 近 くにのぼる。以上のような純粋の経済学的な費用計算か らす

れば、ユカイ村において十字架の祭 りのカルグヨクになることは、割の合わない奉仕となる。

もちろん、バ ンダの費用を除けば、なんとかなるものだという経験者の助言 もある。(こ の助

言どおりだとすれば、それを可能 としているメカニズムを分析する必要があろう。)ま た、「フ

ルカ」で集めた物資を上手に運用すれば、儲けすら生 まれる、という部外者の意見 もある。 し

か しなが ら、ここでは以下のように結んでおきたい。

費用の過大さや、社会経済的流動化と離農 ・兼業化に伴い、農村共同体的な性格や規制が薄

れ、人々の意識はますます変化 して くるであろう。 じっさい、次年度のカルグヨクを依頼する

のは当年度のカルグヨクの役 目であるが、引き受け手を見っけるのは容易なことではな くなっ

ている。そういう意味においても、ユカイ村における十字架の祭 りは岐路に立たされている。

後記

本稿 は、1999年 度奈良大学在外研修制度による成果の一端である。奈良大学やクスコ大学の

関係者、な らびにP家 の人々に対 し、 この紙面を借 りて謝意を表したい。

注

1)ペ ル ーの基本的 な行政区分 は、県departamento、 郡municipio、 そ して地 区の3っ で あ る。 そ

の他、広域行政 のための管区regi6nが あ り、た とえば クス コ県 はイ ンカ管区 に帰属す る。

2)ペ ル0の 国勢調査 では、100軒 以上 が隣接 していれば、「都市部」 に分類 され る。 ユカイ地 区 の場合 、
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舗 装 道 路 に沿 って細 長 く住 居 が密 集 して い るた あ 、 そ の 大 半 が 「都 市 部 」 に 分 類 さ れ る こ と と な り、ウ

ル バ ンバ 郡 の 中 で も特 異 な地 区 で あ る。

3)1993年 の国 勢 調 査 に よ れ ば、 ユ カ イ地 区 で 保 有 され て い た 電 気 製 品 は以 下 の 通 り で あ った 。 ラ ジ オ

(487世 帯)、 白黒 テ レ ビ(286世 帯)、 冷 蔵 庫(101世 帯)、 音 響 機 器(93世 帯)、 カ ラー テ レ ビ(51世 帯)、

ビデ オ(14世 帯)、 洗 濯 機(7世 帯)、 掃 除 機(2世 帯)。INEI ,Censosnacionales1993:1Xde

poblacionlVdevivienda:Resultadosdefinitivos.Anivelprovincialydistrital.

Provincias:Anta,Calca,LaConvention ,Urubamba,TomoII,1994,p.759.

た だ し、 先 進 諸 国 と比 較 して そん な に タ イ ム ラグ が あ る わ け で は な い。 ユ カ イ村 に はイ ンター ネ ッ ト=

カ フ ェ0も あ る し、 隣 町 に は テ レ ビゲ ー ム屋 さん(1時 間 当 た り1ソ ル)も あ る。 クス コ市 内 で は、 ケー

ブル 瀦 テ レ ビを 引 い て 世 界 各 地 の 番 組 を楽 しん で い る民 家(4軒 集 ま れ ば 引 け る とい う)も 多 い。

4)ペ ル ー の地 理 学 者 プル ガ ル=ビ ダル に よ る地 域 分 類 の一 っ 。 ち な み に、 サ ン フ ア ン村 や チ ン チ ェ ー

ロ村 は、 冷 涼 な高 地 で あ るス ニ に属 す る。

5)RosarioValdeavellano,"Quegerminentodaysussemillas:Lapersistenciaenuna

apuestaeducativaParaeldesarrollorural",Allpanchis,No .42,1994,pp.217-36.

6)1993年 の国 勢 調 査 に よ れ ば 、 ユ カ イ 地 区 で は15才 以 上 の 有 業 人 口835名 の う ち 、 農 林 業 は292名 を 占

めて お り、 自動 車 関 連 業84名 、 教 育82名 が そ れ に 続 い た 。 な お292名 の 内 訳 は、 自営192名 、 無 報 酬 家 族

労 働 力62名 、 労 働 者25名 、 職 員12名 、 雇 用 主1名 で あ った 。

7)そ の 他 、,1ソ ル(約40円)で 購 入 で きる もの に は以 下 の よ うな もの が あ っ た。 卵4個 、 レ タ ス3把 、

オ レン ジ10個 、 リ ンゴ4な い し5個 、 キ ャ ンデ ィ20個 、 消 し ゴ ム付 き鉛 筆2本 、 ビー玉20個 、 ミネ ラル=

ウ ォー タ ー500ミ リ リッ トル、 隣町 ま で のバ ス の往 復 代 。 ま た 、 調 整 牛 乳1リ ッ トル は1ソ ル60で あ っ

た。

8)ち な み に、 トラ ク タ ーの 賃 貸 料(運 転 っ き)は 、1時 間 当 た り35ソ ル が 基 本 で あ っ た。

9)拙 稿 「ペ ル0・ ア ンデ ス南 部 村 落 に お け る十 字 架 を め ぐる2っ の祭 り」 『奈 良 大 学 紀 要 』 第25号(19

97年)で は 、以 下 の よ うな 誤 謬 が あ っ た。 謝 して 訂 正 して お く。20ペ ー ジの下 か ら2行 目の 「教 会 」 を

「カ ル グ ヨ クの家 」、 同 じ く 「カ ル グ ヨ ク」 を 「カ ベ シ ー ヤ」 に、 そ れ ぞ れ訂 正 す る。 フ ォ ー ク ・カ ト リ

シ ズ ム研 究 か らす る と、 重 大 な 誤 認 で あ った 。 なお 、 カ ベ シ ー ヤ と は 「先 導 役 」 の こ とで 、 十 字 架 を 山

の礼 拝 堂 か ら正 月 に降 ろ して きた り、 ペ ン テ コ ス テ ス の終 わ りに再 び 山 ま で返 しに行 く先 導 を す る の が

そ の役 目 で あ った。 現 在 で は、 ペ ンテ コ ス テ スの と き に は コ ンフ ン トを調 達 して歌 と踊 りで そ の1本 の

十 字 架 の べ ラ0ダ をす る。

10)加 藤 隆 浩 「ペ ル ー ・ク ス コ市 に お け る クル ス ・ベ ラ ク イの 変 容 ⊥ 『国 立 民 族 学 博 物 館 研 究 報 告 』 第19

巻3号(1994年)、 参 照 。

11)1999年 度 の十 字 架 「ミシ ョネ0ロ 」 の費 用 は 、 カ ル グ ヨ クだ った フ ァ ウ ス テ ィ ノ ・チ ョケ氏 の 計 算 に

よれ ば 、 次 頁 の 表 の 通 りで あ っ た。 た だ し、 彼 らは、 この 機 会 を 利 用 して 教 会 で 結 婚 式 を挙 げ た。
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フル カ 用 の パ ン… …

小 麦5袋

添加 物(ア ニ ス等)

カル ゴ用 の パ ン… …

小 麦14ア ロ ーバ

小 麦 粉1キ ン タル

添 加 物

食 料 そ の他 … …

ビー ル60箱

バ ンダ[楽 団]

牛1頭

羊4頭

子 豚5頭

鶏 肉10キ ロ

仕掛 け 花 火1基

米100キ ロ

砂 糖50キ ロ

ジ ヤガ イ モ5袋

リキ ュ ール12本

ワ イ ン20本

ク イ60匹

油

スパ ゲ ッテ ィ40キ ロ

添 加 物

ピス コ酒7本

添 加 物(レ モ ン、 卵、 果 物)

チ チ ャ酒4ア ロー バ

薪

土 ・日曜 の コ ンフ ン ト演 奏

合計

12)BettyYabar,P'irca:losapus,labibliaylosgentiles,Lima,1990,pp.114-116.



青木:ペ ルー ・ア ンデ ス南部村落再訪 93

ContinuidadycambioenelsurandinodelPeru(1994-1999):unensayo

YoshioAoxl

RESUMEN

Enestearticulo,elautorexaminalascontinuidadesyloscambiosquehansufrido

losyucabinosenelsurandinodelPeruenestosanos.Porunaparte,elloscontinuan

minimizarlassalidasdeefectivoparalacomidaytambienParaelconsumodeenergia.

Porotraparte,lasrelacioneshumanasenYucay,porejemploenelcasodelsuministro

laboraloenelritualreligioso,estancambiando,porqueporloscambiossocioeconomicos

muchosagricultoresyahanabandonadoyejercenagriculturaComotrabajoaccesorio.






